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第１章　共通機能
１ - １）はじめに

SSK830 は CMOS のキーボード・ディスプレィコントロール ICです。SSK814 の経験や、お客様の要望を取り入れ

て、SSK814 の上位機種として開発したものです。より小型化と高性能化を望む 2 つの要望に答えるために、ミニマ

ムモード／マキシマムモードの２つのモードを用意しました。

ミニマムモードでは外部 IC を使用せず SSK830 のみで最大 112 接点のキーマトリックスと、8 接点のシフトキー、

及び4 素子のスタティック表示をサポートしています。ワンチップで SSK814のダイナミック表示以外のすべてをサ

ポートすることになります。

マキシマムモードでは外部 IC の助けをかりて、最大 112 接点のキーマトリックスと 128 素子の表示、又は 240 接

点のキーマトリックスと 64 素子の表示をコントロールします。どちらの場合でもシフトキーは最大 8 接点です。

すべてのモードでキーボードのデバウンス防止、キーリピート処理をサポートし、ホストとは調歩同期シリアル転

送でデータのやり取りを行います。複雑な初期設定の必要が無く、シンプルで解り易い命令体系である SSK814 の特

徴はそのまま活かしています。

また、オプションでブザー制御を行う端子を持っています。キー入力を認識したとき、及びホストからの命令によっ

て、ブザーを鳴らすことができる信号を出力します。

小型のフラットパッケージの採用とともに、システムの低消費電力・小型化、開発のしやすさ・解り易さに貢献し

ます。

１ - ２）SSK830 の仕様

1. サポート数

　表 1-1）に示す

2. キーアクセスモード

　2 キーロックアウトモード

3. ホストインターフェース

　調歩同期　9600 or 19.2K bps,　1 Stop Bit,　No-Parity

　RTS, CTS プロトコル

4. 基本発振

　4.9152MHz 水晶又はセラミック発振子

5. IC パッケージ

　44 Pin プラスチック QFP

6. 電源

　+5V ± 10% / 8mA(Max) CMOS

表 1-1）SSK830 サポート数

edoMmuminiM edoMmumixaM

ーキトフシ大最 8 8 8

ーキスクッリトマ大最 7× 211=61 8× 042=03 8× 211=41

）クッミナイダ（数子素示表大最 － 8× 46=8 61 × 821=8

）クッィテタス（数子素示表大最 4 8 61
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niP edoMmuminiM edoMmumixaM

1 #61TER NI 2CED TUO

2 #51TER NI 1CED TUO

3 #41TER NI 0CED TUO

4 #31TER NI 3XE TUO/NI

5 #21TER NI 2XE TUO/NI

6 #11TER NI 1XE TUO/NI

7 #01TER NI 0XE TUO/NI

8 #7OYEK TUO 7TUO TUO

9 #6OYEK TUO 6TUO TUO

01 #5OYEK TUO 5TUO TUO

11 #4OYEK TUO 4TUO TUO

21 CN

31 #3OYEK TUO 3TUO TUO

41 #2OYEK TUO 2TUO TUO

51 #1OYEK TUO 1TUO TUO

61 #0OYEK TUO 0TUO TUO

71 DNG

81 DNG

91 CN

02 #TESER NI #TESER NI

12 1X

22 2X

32 )zB(3TUO TUO )zB(7XE TUO/NI

42 2TUO TUO 6XE TUO/NI

52 1TUO TUO 5XE TUO/NI

62 0TUO TUO 4XE TUO/NI

72 #STR TUO #STR TUO

82 DXT TUO DXT TUO

92 #XAM/NIM NI #XAM/NIM NI

03 #STC NI #STC NI

13 DXR NI DXR NI

23 #70TER NI 7TER NI

33 #60TER NI 6TER NI

43 CN

53 #50TER NI 5TER NI

63 #40TER NI 4TER NI

73 DXR NI DXR NI

83 CN

93 CCV

04 #30TER NI 3TER NI

14 #20TER NI 2TER NI

24 #10TER NI 1TER NI

34 #00TER NI 0TER NI

44 #71TER NI 3CED TUO

図 1-1）SSK830 ピン配列（Top  V iew） 表 1-2）SSK830 信号配列
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１ - ３）SSK830 端子機能

信号名にCTS#のように"#"マークを付けた信号は低

レベルがアクティブな負論理の信号を示します。その他

の信号は正論理の信号です。

また電圧レベルの高低にかかわらず、信号がアクティ

ブであることを示すのに「アサート」、信号が非動作で

あることを示すのに「ネゲート」という言葉を使いま

す。

［ミニマムモード専用信号］

【１】KEYO0-7#  [16 -13 ,11 -8 ] -- --- -- OUT

キーボードスキャンするための信号を出力します。

SSK830内部でデーコードした信号であるため直接キー

マトリックスに出力します。

負論理Ｎチャンネル・オープン・ドレイン出力のた

め、分離ダイオードをつける必要はありません。

【２】RET00 -07# [43- 40 ,36 ,35 ,33 ,32]
        RET10- 17#  [7 - 1, 44 ] -- --- --- --- --- IN

キーマトリックスからの信号を取り込むための信号で

す。この信号をエンコードしてキーコードの下位4ビッ

トとなります。

信号は負論理で入るため10KΩ程度の抵抗でVCCに

プルアップします。マキシマムモードとは逆になりま

す。

【３】OUT0-3  [ 26 -23 ] -- --- --- --- --- --- OUT

表示素子への出力信号です。VCC から抵抗を通して

LED を直接ドライブをすることが出来ます。

スタティック表示のみです。

【４】BZ [23 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- -- OUT

OUT3 はハード設定のビット 5 を ON にすることに

よってブザー制御出力にもなります。

［マキシマムモード専用信号］

【１】DEC0-3  [ 3- 1, 44 ] -- --- --- --- --- -- OUT

キーボード及びダイナミックモードの表示素子をス

キャンするための信号を出力します。外付けの ICでデ

コードして、スキャンします。

【２】RET0 -7  [43 -40 ,36 ,35, 33 ,32 ] -- - IN

キーマトリックスからの信号を取り込むための信号で

す。この信号をエンコードしてキーコードの下位3ビッ

トとなります。

信号は正論理で入るため10KΩ程度の抵抗でGNDに

プルダウンします。

【３】OUT0-7  [ 16 -13 ,11 -8 ] -- --- --- -- OUT

表示素子への出力信号です。スタティックモードの時

VCCから抵抗を通してLEDを直接ドライブをすること

が出来ます。

ダイナミックモードのときは DEC0-3 とともに出力

し動作させます。Ｎチャンネル・オープン・ドレイン出

力であるため、外部ロジック（ダイナミックモード時

等）と接続する場合プルアップ抵抗（3.3K Ω程度）を

つけてください。

【４】EX0-7  [7 - 4, 26 -23 ] -- --- - IN  or  OUT

キー入力か表示素子出力（RET0-7 or OUT0-7）の機能

を拡張するポートです。ハード設定のビット7, 6でEX0-

7 のモードを設定します。

キー入力モードにすることによって、キーマトリック

スの数は 8 × 16 ＝ 128 増加させることができます。

表示出力モードにすることによって、表示素子の数は

8 × 8 ＝ 64 増加させることができます。

【５】BZ [23 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- -- OUT

EX7はハード設定のビット5をONにすることによっ

てブザー制御出力にもなります。

これはキー入力モード、表示出力モードの設定とは無

関係に行われます。�
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［共通信号］

【１】TXD [28 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- -- OUT

ホストシリアルインターフェースへの出力データで

す。

キーマトリックスとシフトキーの各 8 ビットデータ

を 2 回に分けて出力します。

【２】RXD [ 31 ,37 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- - IN

ホストシリアルインターフェースからの命令を入力し

ます。

RTS#がアサートしている時にのみ、データを読み込

みを始めることが出来ます。

【３】CTS#  (C l ea r  To Send )  [ 30 ] -- --- IN

ホストシステムからの送信許可信号です。この入力信

号がアサートしている時にのみTXD信号の送信を始め

ます。

通常、ホストシリアルインターフェースのRTS#信号

を入力します。

【４】RTS#  (Request  To Send )  [ 27 ]OUT

ホストシステムへの受信許可信号です。この出力信号

がアサートしている時にのみ、RXD 信号が受信できま

す。

RTS# 信号はデータの入出力が無くても、周期的に

High, Low を繰り返します。ホスト側は必ず RTS#信号

がアサートされている間のみ、データを送信してくださ

い。

通常、ホストシリアルインターフェースのCTS#信号

へ出力します。

【５】MIN/MAX#  [29 ] -- --- --- --- --- ---- --- IN

ミニマムモードとマキシマムモードを切り変える信号

入力です。

"0"レベルにすることによってマキシマムモード、"1"

レベルにすることによってミニマムモードとなります。

【６】RESET#  [20 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- IN

SSK830 を初期設定するための入力信号です。

シュミットトリガ入力となっているため簡単なCR回

路で動作させることができます。

【７】X1,  X2  [ 21 ,22 ] -- --- --- --- --- ---- --- - IN

4.9152MHz の水晶又はセラミック発振子を接続しま

す。

外部発振クロックを入力するには、X1, X2 にそれぞ

れ逆相の信号を入力します。

【８】GND [17, 18 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- - IN

電源の 0V ラインとつなぎます。

VCC との間に 0.1 μ F 程度のパスコンを入れ、電源

となるべく太い線で接続します。�

【９】VCC [ 39 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- -- IN

電源の 5V ラインとつなぎます。

GND との間に 0.1μ F 程度のパスコンを入れ、電源

となるべく太い線で接続します。

【１０】NC [ 12 ,19 ,34 ,38 ]

かならずオープンにしておいてください。
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１ - ４）ホストとの接続

1-4 -1）シリアルインターフェース信号

ホスト CPU のシリアルインターフェース IC（8251,

6850, Z8530 etc）とは図 1-2）のように RXD, TXD 及び

RTS, CTSをクロスさせて接続します。RXD入力は２つ

ありますがかならず２本ともパラに接続してください。

ホストからRS-232レベルで出力されている場合は同

様にRS-232バァファを接続します。他の制御信号は通

信が出来るように設定します。その接続例を図1-3）に

示します。通信条件の仕様は次に示します。

同期方式 -------------- 調歩同期

通信速度 -------------- 9600 or 19.2K bps

データ長 -------------- 8 Bits

パリティチェック -- 無し

ストップビット ----- 1 bit

Ｘパラメータ -------- 無し

SSK830 はデータを受信できない時間を持っていま

す。そのため、RTS#は周期的に0, 1 を繰り返していま

す。SSK830 の RTS 信号は必ずホストの CTS に接続し

て、アサートされている時にのみ、データの転送を行な

うようにしてください。

1 -4 -2）キーコード読込、転送タイミング

キーコード読み込み、転送のタイミングを図1-4）に

示します。

キーボードは8.33 mSecの周期でチェックします。押

されたキーのコードは 3 回分、RCH（16.7 mSec）時間

連続してONであることを確認してから取り込みます。

キーコードは、内部で4キー分 8バイトのFIFOに一

時記憶されます。

ホストへはまずマトリックスキー・コード、続いてシ

フトキー・コードを転送します。

そのまま押し続けると、最初はリピート開始時間

 （RST）後、その後はリピート時間（RPT）毎にキーコー

ドを送り続けます。

Ａキーが押されている最中に、別のＢキーが押されて

も、そのキーコードは取り込みません。Ａキーを OFF

にすると、改めてＢキーのコードが送られます。

RXD
RXD
TXD
CTS#
RTS#

TXD
RXD
RTS#
CTS#
DSR#

31
37
28
30
27

SSK8308251 etc.

HOST

RXD
RXD
TXD
CTS#
RTS#

SSK830

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

31
37
28
30
27
17
18

D-Sub 
25 Pin

TXD
RXD
RTS
CTS
DSR
GND
DCD

DTR

MAX232 etc.

図 1-2）ホスト・シリアル LSI との接続

図 1-3）RS-232 コネクタとの接続
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RST RPT RPT

RST

RCH

RCH

Key Read Timing

Key A ON

Key A
Read Timing

Key A Data 
Transfer

Key B ON

Key B
Read Timing

Key B Data 
Transfer

図 1-4）キーコード転送のタイミング

a  b  c  d  e  f  g  h  i  j基準タイミング

キーアクセス

DEC0-3 は F, E,...0 と変化し、キーデータを読み込む

0  1  2  3    4  5  6  7表示桁番号

表示１周期　16.67mSec

キーアクセス１周期　8.33mSecTOW

OFF コードデータ出力TOF
キーコード
送信可能時間

RXD
受信可能時間

RTS# 出力
（Not RXD In）

図 1-5）表示とデータ送信・受信のタイミング
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1 -4 -3）ホスト CPU データ転送
　　　　　　　と表示のタイミング

SSK830は表示・キーコードの読み込み・ホストとの

データの送信・受信は全て時分割で行なっています。そ

の様子を図 1-5）に示します。

1 桁分表示に 1.67 mSec かけ、8 桁分の表示に、2 桁

分のキーデータ読み込みを行なっています。合計10桁

分 16.7 mSec ＝ 60Hz が表示の繰返し周期となります。

それが図 1-5）の基準タイミングの a - j となります。

その半周期、8.33 mSec ごと（a, f）にキーデータを読

み込みます。キーアクセス時間の 1.67mSec の間に、

DEC0-3 は 16 進数の F から E, D．．．, 1, 0 と順番に変

化していき、RET0-7 のデータを読み込んでいきます。

この間、表示出力OUT0-7からデータが出ていれば、表

示に悪影響を及ぼします。そのため、この間 OFF コー

ドを出力し、表示を禁止しています。

基準タイミングのb, c, d, e, g, h, i, j には、表示桁番号

0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 のデータが出力され、DEC0-2 もそれ

に従った値が出力されます。なお、DEC3は表示中はい

つも 0 です。

基準タイミングのa, fで読み込み、ホストに送信出来

るようになったデータは、SSK830 内部の FIFO に一時

置かれ、送信を待ちます。FIFO は 4 キー分、8 バイト

の容量を持ちます。

SSK830 の CTS# 入力が 0 であれば、キーコードはb,

c, g, hの時間に送信されます。各々のタイミングで出力

できるのは1 バイトであるため、16.7 mSec に最高 4 バ

イト、2 キー分のキーコードが出力されます。

SSK830のRTS#出力は基準タイミングのd, iでアサー

トされます。ホストからのデータはd, e, i, j の時間に受

信できます。通常、16.7 mSec に最高 4 バイトのデータ

受信ができることになります。

まとめると、SSK830のホストとのデータ転送スピー

ドは送信・受信、各々 240 Bytes / Sec となります。

1 -4 -4）表示チラツキの原因と対策

ダイナミック表示で、デ－タの書き込みレ－トが高く

なると表示がちらつくことがあります。

その原因は図 1-6）のように、受信データのタイミン

グが表示時間の後ろの方に来てしまった時、その桁の表

示時間が延び、次の桁の表示時間が縮むことになり、双

方の輝度が一時的に変わってしまうためです。

その対策としては、ホスト側からのデ－タ送りだし

を、 RTS# 信号の立ち下がりから、時間をおかず始める

ことです。立ち下がりで割込をかけ、送信処理していた

だければ最適です。

SSK830 は RXD を入力して、スタートビットを認識

すると、RTS#出力をネゲートし、次のホスト転送を一

時停止させます。データを入力バッファに入れ、まだd,

i のタイミングであれば改めてRTS#をアサートして次

のデータ入力を受け付けます。9600 bpsのスピードであ

れば、２バイト目の受信中に切替えの時間になり、チラ

ツキの元となります。19.2 Kbps であれば、２バイトは

チラツキ無しで受信できます。ここらをきめ細かく制御

していただければ、きれいに表示できます。

その他、表示点数に余裕があれば、表示時間が変わる

のは表示桁番号で 2, 3, 6, 7 の４桁ですので、そこをさ

けて 0, 1, 4, 5 桁目に持っていく方法もあります。

a  b  c  d  e  f  g  h  i  j

0  1  2  3    4  5  6  7

RTS# 出力

基準タイミング

RXD
受信可能時間

表示桁

RXD

２の表示桁中にデ－タ受信
-- ちらつき無し

６の表示時間が終わっても受信中
　-- ６の表示時間が延び
　　７の表示時間が縮む

図 1-6）表示チラツキの原因
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１ - ５）サポート回路

1-5 -1）RESET# 回路

RESET# 回路は図 1-7）のように、簡単な CR 回路で

動作します。

RESET#

Vcc

100KΩ

1S953 etc.

+
1μF

SSK830

X1

X2
4.9152MHz

SSK83022 - 33pF×2
21

22

X1

X2

SSK830

21

22

74HC04 2/6

図 1-7）リセット回路 図 1-8）水晶発振回路

図 1-9）外部発振入力

1-5 -2）X1 ,  X2  回路

X1, X2 には図1-8）のように水晶又はセラミック発振

子を接続します。

外部発振の信号は図1-9）のように CMOS レベルの逆

相の信号を入力します。



9

第２章　マキシマムモード
２ - １）マキシマムモード接続の概要 .

図 2-1）マキシマム・モード・ブロック図

OUT0-7
(EX0-7)

RET0-7
(EX0-7)

RXD
RXD
RTS#
TXD
CTS#

MIN/MAX#

DEC0-3

8 or 16

8 or 16 8

4

10 or 16

Key Matrix
8 x 8 or 14 x 8
18 x 8 or 30 x 8
Shift Key  8

Key Decoder
4→10 or 4→16
(4028 or 4514)

Display Decode 
Driver
3→8

(74LS145)

Display Driver
(4511 etc.)

Display
8×8 or

 7 Segment×16
16×8 or 

7 Segment× 32

SSK830

�マキシマムモード接続ブロック図を図 2-1）に示し

ます。

2 -1 -1）キーボードとの接続

DEC0-3 信号を外部デコーダＩＣで 10 or 16 本にデ

コードし、キーマトリックスへ出力します。キーマト

リックスからの信号はRET0-7へ入力し、キーコードを

得ます。

デコーダ出力は正論理でキーに入り、出力します。

RET0-7 には 10KΩ程度の抵抗で GNDにプルダウンし

ます。標準で8 × 14 ＝ 112 のマトリックスキー、8 接

点のシフトキー、8点のハード設定信号をサポートしま

す。

拡張ポートをダイナミックキー入力モードにすると、

8×16＝128のマトリックスキーが追加され、合計240

接点となります。

拡張ポートをスタティックキー入力モードにすると、

8接点のキー入力が追加されます。これは、一端はGND

と接続できるため、信号入力としても受けることができ

ます。

2 -1 -2）表示素子との接続

OUT0-7 で表示素子への信号を出力します。

スタティックモードでは 8 素子の表示を制御できま

す。それがLED等の15mA以下の電流であればSSK830

で直接ドライブをすることが出来ます。

ダイナミックモードでは DEC0-3 との組み合せで、8

ビット8桁の制御が出来ます。単体ランプでは8×8＝

64 素子、数字では 16 桁までの表示を制御できます。

OUT0-7はＮチャンネル・オープン・ドレイン出力であ

るため、外部ロジックと接続する場合プルアップ抵抗

（3.3 ＫΩ程度）をつけてください。

拡張ポートを表示出力モードにすると、ダイナミック

接続で、8 ビット 8桁の制御が追加されます。総計、単

体ランプでは 8 × 16 ＝ 128 素子、数字では 32 桁まで

の表示を制御できることになります。

拡張ポートはスタティック接続で、8素子のドライブ

をサポートします。

EX7 ピンは拡張ポートとしての設定とは独立に、ブ

ザーを制御するモードにすることができます。
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２ - ２）キーマトリックス

�キーボード回路を構成するには、外部 IC で DEC0-

3 信号をデコードし、キーマトリックスを通して、

SSK830 の RET0-7 に帰します。デコードＩＣは CMOS

ICである4028 or 4514を使い正論理の信号を出します。

RET0-7 入力回路では 10 ＫΩ程度の抵抗でプルダウ

ンを行います。デコーダ出力にはそれぞれの干渉を防ぐ

ためダイオードをシリアルに入れます。

デコード ICのQ0列をハード設定に、Q1列をシフト

キーに、Q2列以降をキーマトリックス使っています。こ

こは SSK814 と違うところです。

必要なキー数に対応したデコードICを接続するだけ

で動作します。デコード IC として 4514か 4028 を 2個

使用すると、全機能が使えます。14 × 8 ＝ 112 のキー

をサポートし、そのキーコードは 00-6Fh となります。

必要なキーマトリックスの数が 64 個以下のときは

4028をデコーダとすることによって基板が小さくなり

ます。Q2-Q9 が一般のキーマトリックスのための出力

回路となり、00-3Fh のキーをサポートします。

拡張ポートをダイナミックキー入力モードにすると、

8 × 16 ＝ 128 のマトリックスキーが追加され、80-FFh

のキーコードとなります。

RET0

RET1

RET2

RET3

RET4

RET5

RET6

RET7

EX0

EX1

EX2

EX3

EX4

EX5

EX6

EX7

DEC0
DEC1
DEC2
DEC3

68

69

6A

6B

6C

6D

6E

6F

F8

F9

FA

FB

FC

FD

FE

FF

60

61

62

63

64

65

66

67

F0

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

58

59

5A

5B

5C

5D

5E

5F

E8

E9

EA

EB

EC

ED

EE

EF

50

51

52

53

54

55

56

57

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

48

49

4A

4B

4C

4D

4E

4F

D8

D9

DA

DB

DC

DD

DE

DF

40

41

42

43

44

45

46

47

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

38

39

3A

3B

3C

3D

3E

3F

C8

C9

CA

CB

CC

CD

CE

CF

30

31

32

33

34

35

36

37

C0

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7

28

29

2A

2B

2C

2D

2E

2F

B8

B9

BA

BB

BC

BD

BE

BF

20

21

22

23

24

25

26

27

B0

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

18

19

1A

1B

1C

1D

1E

1F

A8

A9

AA

AB

AC

AD

AE

AF

10

11

12

13

14

15

16

17

A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

08

09

0A

0B

0C

0D

0E

0F

98

99

9A

9B

9C

9D

9E

9F

00

01

02

03

04

05

06

07

90

91

92

93

94

95

96

97

88

89

8A

8B

8C

8D

8E

8F

80

81

82

83

84

85

86

87

QF QE QD QC QB QA Q9 Q8 Q7 Q6 Q5 Q4 Q3 Q2  Q1  Q0

D C B A4 to 16 Decoder

ハード設定シフトキー通常マトリックスキー接続 シフトキー接続

SSK830

図 2-2）マキシマム・モード・キー接続
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２ - ３）マキシマムモード・シフトキー

�シフトキーはパソコン用のフルキーの "shift" や

"control"キーの様にそのキーを押しただけではコードは

送られず、他のキーマトリックスキーを押したときコー

ドを追加し、キーコードを修飾するためのキーです。

SSK830 ではキーマトリックスのコードに続いて、8

ビットのシフト・コードを送信します。シフトキーは各

キーに独立したビットを割り当てています。

この様子を図2-3）に示します。ここでマトリックス・

キーコードはビット配置を示しているだけで、実際の

コードは図 2-2）にしたがいます。

マキシムモードのシフトキーはQ1列デコードライン

につながります。シフトキーは同時に押すことがあるた

め図2-4）の様に電流が回り込んで違うコードと認識し

てしまうことがあります。そのため各キーに逆電流がな

がれないようにダイオードを入れる必要があります。

ハード設定のラインも逆電流を防ぐために、ダイオー

ドで設定します。

キーマトリックスの部分は同時に３個以上のキーを押

した時、どれが入力したいキーなのか区別が付かないた

めキーコードが化けても、入れたいキーを押し直すこと

で実用上は問題ないと考えられます。

7 6 5 4 3 2 1 0

RET0-7 or EX0-7 Encode
DEC0-3 Out

Extend/Standard
0:RET0-7
1:EX0-7

7 6 5 4 3 2 1 0

RET0
RET1
RET2
RET3
RET4
RET5
RET6
RET7

0:Key OFF
1:Key ON

マトリックスキー・コード

シフトキー・コード

RET0

RET1

Q2-QF
Matrix Key

Q0 or Q1
Hard Set or Shift Key

RET0

RET1

Q2-QF
Matrix Key

Q0 or Q1
Hard Set or Shift Key

図 2-3）ホストへのキーコード

図 2-4）シフトキーによるコード化け

図 2-5）ダイオードによるコード化け防止
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２ - ４）マキシマムモード・ハード設定

ダイオードを入れないと 9600 bps の転送スピードと

なります。

2 -4 -4）キーリピート時間の設定

リピート開始時間（RET3, 2）------- RST

　00：267 mSec

　01：533 mSec

　10：933 mSec

　11：リピートしない

リピート時間（RET1, 0）-------------  RPT

　00：67 mSec

　01：133 mSec

　10：267 mSec

　11：533 mSec

１つのキーを押し続けると１回キーコードを送ってか

ら、しばらく時間を置いて、その後連続してキーコード

が入って行きます。最初のキーリピートの開始迄の時間

と、リピートを繰り返す時の時間を別々に設定します。

通常は双方とも00の設定で良いと思います。パーソ

ナルコンピュータなどのフルキーは大体この程度の時間

となっています。工場現場で厚い手袋などをしていると

きなどは設定を変えて応答時間を遅くします。�

�ハード設定はキーマトリックス回路のデコーダ0か

らの RET0-7 入力で行います。その一覧を表 2-1）で示

します。ダイオードを接続してONにした所はロジック

1、ダイオードを入れていないと 0 と認識します。

拡張ポートの機能、シリアル転送のスピード、ブザー

制御するかどうか、はハード設定でのみ設定されます。

キーリピート時間等の設定は初期設定としてハード設

定を行います。途中で操作する人が変ったりしたときに

ソフト命令で、設定値を変更することもできます。

2 -4 -1）拡張信号制御（RET7 ,6）

拡張ポートの動作モードを設定します。

00：スタティック入力

01：ダイナミック入力

10：出力

11：Reserved

デコーダ 0 と RET7, 6 間の設定で拡張ポート（EX0-

7）の機能を設定します。

詳細は 2-7）拡張ポートを参照。

RET7, 6双方をONにする設定は検査や将来の拡張の

ために予約しており、通常と違う動作をします。ユー

ザーはここに設定しないでください。

2 -4 -2）ブザー制御（RET5）

0：ブザー使用しない

1：ブザー使用する

デコーダ 0 と RET5 の間をダイオードで接続すると

EX7 はブザーを制御させるポートとなります。これは

拡張信号制御とは全く独立の設定となります。そのた

め、拡張ポートとして使える入出力ピンの数は１つ減る

ことになります。

ブザー制御モードに設定し、SSK830内でキー入力が

有効と認識されると EX7 ピンから 133 mSec の正論理

のパルスが出力されます。これで発振回路付きのブザー

を ON させます。

ブザーはホストからの命令でも制御できます。

2 -4 -3）シリアル転送のスピード（RET4）

0：9600 bps

1：19.2 Kbps

デコーダ 0 と RET4 の間をダイオードで接続すると

ホストとのシリアル転送は19.2 Kbpsのスピードで行い

ます。

表 2-1）マキシマムモード・ハード設定

類種 値 値定設

能機張拡
)6,7TER(

00 力入クッテタス

10 力入クッミナイダ

01 力出

11 devreseR

御制ーザブ
)5TER(

0 用使不ーザブ

1 用使ーザブ )7XE(

送転ルアリシ
ドーピス )4TER(

0 spb0069

1 spb00291

間時始開トーピリ
)2,3TER(

00 ceSm762

10 ceSm355

01 ceSm339

11 いなしトーピリ

間時トーピリ
)0,1TER(

00 ceSm76

10 ceSm331

01 ceSm762

11 ceSm335
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２ - ５）マキシマムモード・ソフト設定

2-5 -3）キーステータス

１バイトの命令で設定します。ハード設定のキーリ

ピート時間の設定とおなじ値を設定します。

操作する人が変ったときなどに設定時間を変更するこ

とが出来ます。変更しないときはこの命令は必要ありま

せん。

図 2-8）キーリピート時間設定

7 6 5 4 3 2 1 0
0 1 0 0 S S R R

リピート開始時間　（RST）
00:267mSec
01:553mSec
10:933mSec
11:Not Repeat

リピート時間　（RPT）
00: 67mSec
01:133mSec
10:267mSec
11:533mSec

�

2 -5 -4）ブザー制御命令

ハード設定のビット 5 が ON で、EX7 をブザー出力

モードに設定した時にのみ、ブザー制御命令は有効で

す。OFF の時はこの命令は無視されます。

ブザー制御命令は１バイトの命令です。下位3ビット

でブザーON時間の設定を行います。データ001b-110b

の間はブザー制御命令を入力した後、133 mSec の整数

倍の時間ONになるワンショットモードで動作します。

データを 111b に設定することでブザーが ON にな

りっぱなし、000b にするとブザーを OFF にします。

図 2-9）ブザー制御

7 6 5 4 3 2 1 0
0 0 0 0 0 T T T

ブザーON時間
000:Buzzer OFF
001:133mSec
010:267mSec
011:400mSec
100:533mSec
101:667mSec
110:800mSec
111:Buzzer ON

�４種類のホストからの命令と１種類のホストへの

データがあります。命令の論理的な順番は特になく、必

要なときに必要な命令を送るだけで動作します。無意味

なコードの入力は無視します。

2 -5 -1）OFF / スタティック表示データ

表示器がスタティックモードの時は表示データを、ダ

イナミックモードの時はOFF時のコードとして受信し

ます。

拡張命令（68h）は、拡張ポートが出力モードのとき

にのみ受け付けます。

図 2-6）OFF ／スタティック表示データ

7 6 5 4 3 2 1 0
0 1 1 0 E 0 0 0

標準・拡張
0:OUT0-7
1:EX0-7

7 6 5 4 3 2 1 0
D D D D D D D D OFF／スタティックデータ

2 -5 -2）ダイナミック表示データ

ダイナミックモードのときのデータを受信します。ス

タティック時にこの命令は送らないで下さい。

ホストはダイナミック表示命令（2Xh）に続いて8ビッ

トのデータを連続して転送するようにします。ダイナ

ミック表示命令の下位3ビットで桁番号を、次の8ビッ

トデータがその桁のデータとなります。

拡張命令（28-2Fh）は、拡張ポートが出力モードのと

きにのみ受け付けます。

図 2-7）ダイナミック表示データ

7 6 5 4 3 2 1 0
0 0 1 0 E N N N

標準・拡張
0:OUT0-7
1:EX0-7

7 6 5 4 3 2 1 0
D D D D D D D D 表示データ

表示桁番号
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表 2-2）マキシマムモード・ソフト設定

類種 向方 ドーコ 名号信 値定設

クッミナイダ FFO
クッィテタス／

ターデ
H→ 038KSS

00000110 令命示表準標

DDDDDDDD ターデ示表準標

00010110 令命示表張拡

DDDDDDDD ターデ示表張拡

クッミナイダ
ターデ H→ 038KSS

NNN00100 号番桁示表準標

DDDDDDDD ターデ示表準標

NNN10100 号番桁示表張拡

DDDDDDDD ターデ示表張拡

スターテスーキ H→ 038KSS
RRSS0010

間時始開トーピリ
)2,3tib-SS(

ceSm762-00

ceSm355-10

ceSm339-01

-11 いなしトーピリ

間時トーピリ
)0,1tib-RR(

ceSm76-00

ceSm331-10

ceSm762-01

ceSm335-11

御制ーザブ H→ 038KSS

00000000 ーザブ FFO

10000000 ceSm331 ドーモトッョシンワ

01000000 ceSm762 ドーモトッョシンワ

11000000 ceSm004 ドーモトッョシンワ

00100000 ceSm335 ドーモトッョシンワ

10100000 ceSm766 ドーモトッョシンワ

01100000 ceSm008 ドーモトッョシンワ

11100000 ーザブ NO

ターデーキ H← 038KSS

DDDDDDD0 ドーコスクッリトマーキ

SSSSSSSS ドーコーキトフシ

DDDDDDD1 ドーコスクッリトマーキ張拡

SSSSSSSS ドーコーキトフシ

2 -5 -5）キーコード

キーが押されたとき、及び押され続けてリピート時間

がきたとき、マトリックスキー・コード、シフトキー・

コードの順番で、2 バイトのデータをホストに送りま

す。

図2-10）でマトリックスキー・コードはビット割り当

ての様子を示しています。実際のコードは図2-2）に示

すとおりです。

標準キーマトリックスのキーコードは 00-6Fh、拡張

ポートをダイナミック入力にしたときのキーコードは

80-FFh、スタティック入力でブザーを使用しない時は

80-8Fh、スタティック入力でブザーを使用する時は80-

FFh のビット対応コードとなります。

7 6 5 4 3 2 1 0

RET0-7/EX0-7
 Encode
DEC0-3 Out

0:RET0-7
1:EX0-7

7 6 5 4 3 2 1 0

RET0
RET1
RET2
RET3
RET4
RET5
RET6
RET7

0:Key OFF
1:Key ON

マトリックスキー・コード

シフトキー・コード

標準・拡張

図 2-10）出力キーコード



15

２ - ６）マキシマムモード・表示制御

2-6 -2）スタティックドライブ

表示素子が8素子以下のときは、スタティックドライ

ブで点灯させた方が回路が簡単になります。

スタティックデータ命令（60h）の後の8ビットのデー

タが OUT0-7 に出力されます。図 2-11）のように直接

LEDをドライブすると "0" で点灯、"1" で消灯となりま

す。１ポートあたり最大 15mA ドライブできます。

拡張ポートは EX4-7 は 15mA までドライブできます

が、EX0-3 の駆動電流は 1.6mA です。外部ドライブ回

路を使用してください。詳細は 2-7）拡張ポート参照。

スタティックデータを書き込む前の、初期値は

11111111b です。図 2-11）の接続で消灯されています。

2 -6 -3）ダイナミックドライブ

表示素子が 8 素子以上のときはダイナミックドライ

ブ回路で点灯させます。

ダイナミック表示命令の下位 3 ビットの桁番号が

DEC0-2に、ダイナミック表示データの8ビットがOUT0-

7 に出力されます。DEC0-3 は外部デコーダＩＣでデ

コードし、表示器をドライブします。OUT0-7はＮチャ

ンネル・オープンドレイン出力であるため、外部 IC に

接続するにはプルアップ抵抗が必要です。EX0-7は通常

のプッシュプルドライブで、プルアップ抵抗は不要で

す。

OFF コード命令を実行すると、OFF コードを設定す

るだけでなく、ダイナミックデータバッファもそのコー

ドで初期設定します。ダイナミック回路で全表示を消去

したいときには、OFF コード命令を使った方が効率よ

く処理できます。

OUT0
OUT1
OUT2
OUT3
OUT4
OUT5
OUT6
OUT7

Vcc

SSK830

7 6 5 4 3 2 1 0類種 ドーコ 値定設

クッミナイダ FFO
クッィテタス／

ターデ

00000110 令命示表準標

DDDDDDDD ターデ準標

00010110 令命示表張拡

DDDDDDDD ターデ張拡

クッミナイダ
ターデ

NNN00100 号番桁示表準標

DDDDDDDD ターデ示表準標

NNN10100 号番桁示表張拡

DDDDDDDD ターデ示表張拡

表 2-3）表示制御命令 図 2-11）スタティック表示回路

�表示素子のドライブ方式にはスタティック方式とダ

イナミック方式があり、表示したい素子数等にしたがっ

て選びます。

2 -6 -1）表示命令

表示関係の命令を表2-3）に示します。標準表示ポー

トと出力モードに設定した拡張ポート各々に対して、

OFF コード・スタティックデータ／ダイナミックデー

タを設定します。すべて 2 バイト命令で、命令とデー

タを続けて送ります。

OFF コードはダイナミック表示時の切替タイミング

や、キーを読み出し時間の、表示したくないときのデー

タを設定します。この様子を図 2-15）で示します。初

期値は 11111111b となっています。図 2-12）、図 2-14）

の接続では出力レベル 1で OFF となるため、初期値の

ままで良いわけです。

図 2-13）のようにレベル 0 でOFF となる回路のとき

は、OFF コード命令で 00000000b を書き込みます。

OFF コードを書き込むことによって、ダイナミック

表示データを記憶している RAM にも、全桁同じ OFF

コードのデータが書き込まれます。そのため全タイミン

グで同じデータが OUT0-7 から出力されることになり

ます。

スタティックデータの場合、同様に表示RAM全エリ

アに同じデータを書込み、表示信号はダイナミック時と

同様に動作しています。そのため、OFF コード書込み

と同じ命令コードとなります。



16

OUT0-7

Vcc

SSK830

0
1
2
3
4
5
6
7

A
B
C
D

DEC0
DEC1
DEC2
DEC3

LS145

LED

OUT0-7

Vcc

SSK830

0
1
2
3
4
5
6
7

A
B
C
D

DEC0
DEC1
DEC2
DEC3

LS145

LED

OUT0,4
OUT1,5
OUT2,6
OUT3,7

Vcc

SSK830
0
1
2
3
4
5
6
7

A
B
C
D

DEC0
DEC1
DEC2
DEC3

LS145

A
B
C
D
LT
BI
LE

a
b
c
d
e
f
g

4511

a
b
c
d
e
f
g

OUT0-7 は
プルアップ抵抗
をつけること

７セグメント数字表示素子×８

 0     1     2     3    KA     4     5     6     7    KA
基準タイミング

キーアクセス
タイミング

表示時間

表示１周期　16.67mSec

キーアクセス１周期　8.33mSec

TOF

TOW

OFF コードデータ出力

図 2-12）ダイナミック表示回路１

PNP トランジスタをドライブ（１＝ OFF コード）

図 2-13）ダイナミック表示回路２

NPN トランジスタをドライブ（０＝ OFF コード）

図 2-14）ダイナミック数字表示回路（1111b ＝ OFF コード）

図 2-15）ダイナミック表示タイミング
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２ - ７）拡張ポート

�拡張ポートEX0-7はキーマトリックスか表示ドライ

ブ数の拡張に使います。拡張ポートの機能設定にはハー

ド設定のビット 5, 6, 7 によって規定します。表 2-1）

2 -7 -1）ダイナミック入力モード

必要なキーマトリックスの数が112より多いとき、ダ

イナミック入力モードでキー数を拡張します。拡張キー

のコードは 80-FFh です。128 キー追加し、最大 240 接

点のキーマトリックスをサポートします。図2-2）参照

2 -7 -2）スタティック入力モード

キーマトリックスではなく、一方をグランドにした、

独立したキー入力を受け付けることができます。これを

スタティック入力モードと言います。

スタテックキーコードは標準で80-87h にエンコード

された信号として送られます。図 2-16）

EX7 をブザーコントロールモードにしたとき、スタ

テックキーコードはビット対応で出力されます。

図 2-17）

いずれの場合でも、「チャタリング処理をし、シフト

キーと 2 バイトデータをホストに転送し、キーリピー

トをサポートする。」という標準のキーマトリックスと

同様の一連の処理を行います。

2 -7 -3）ダイナミック出力モード

必要な表示素子の数が64より多いとき、ダイナミッ

ク出力モードで拡張します。64 素子追加し、最大 128

素子をサポートします。図 2-19）

2 -7 -4）スタテック出力モード

EX4-7は15mAまでドライブできますが、EX0-3の駆

動電流は 1.6mA です。外部ドライブ回路を使用してく

ださい。

2 -7 -5）ブザー制御ポート

拡張ポートの各モード設定とは独立にEX7 だけはブ

ザー制御ポートと設定できます。ブザー制御を行うかど

うかは、ハード設定のビット 5 によって決めます。

キー入力が認識され、キーコードをホストに送る準備

ができたとき、及びホストからの命令によって、ブザー

を鳴らすためのレベル信号です。正論理で出力するた

め、コントロール端子付きブザー（スター精密KBMシ

リーズ等）を直接ドライブすることができます。

類種 値 値定設

能機張拡
)6,7TER(

00 力入クッテタス

10 力入クッミナイダ

01 力出

11 devreseR

御制ーザブ
)5TER(

0 用使不ーザブ

1 （用使ーザブ 7XE ）

EX7

EX6

EX5

EX4

EX3

EX2

EX1

EX0

SSK830

87

86

85

84

83

82

81

80

Vcc
Static Key Code

EX7

EX6

EX5

EX4

EX3

EX2

EX1

EX0

SSK830

1

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

Vcc
Static Key Code

Vcc

BZ

Key ON = 1

図 2-17）ブザー出力時スタティック入力

図 2-16）拡張ポート・スタティック入力

表 2-4）拡張ポート・ハード設定
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EX0
EX1
EX2
EX3
EX4
EX5
EX6
EX7

Vcc

SSK830

7 6 5 4 3 2 1 0 Buffer

OUT0
OUT1
OUT2
OUT3

OUT4
OUT5
OUT6
OUT7

EX0
EX1
EX2
EX3

EX4
EX5
EX6
EX7

Vcc

SSK830
0
1
2
3
4
5
6
7

A
B
C
D

DEC0
DEC1
DEC2
DEC3

LS145

A
B
C
D
LE
LT
BI

a
b
c
d
e
f
g

a
b
c
d
e
f
g

７セグメント数字表示素子 ４×８4511×4

A
B
C
D
LE
LT
BI

a
b
c
d
e
f
g

a
b
c
d
e
f
g

A
B
C
D
LE
LT
BI

a
b
c
d
e
f
g

a
b
c
d
e
f
g

A
B
C
D
LE
LT
BI

a
b
c
d
e
f
g

a
b
c
d
e
f
g

図 2-18）拡張ポート・スタティック出力回路例

図 2-19）出力・拡張ポート・ダイナミック出力回路

注意：OUT0-7 はプルアップ抵抗が必要
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第３章　ミニマムモード
３ - １）ミニマムモード接続

ミニマムモードの接続例を図 3-3）に示します。最

大 122個のマトリックスキー、8個のシフトキー、4 個

のスタティック出力をサポートします。

3 -1 -1）マトリックスキー

キーボード回路は、内部でデコードされた信号を、

KEYO0-7# からキーマトリックスに送り、RET00-07#,

RET10-17# で受信します。

キー入力端子は 10K Ω程度の抵抗でプルアップを行

います。マキシムモードのプルダウン抵抗と逆になりま

す。

KEYO0-7 はデコードされた、オープンドレイン負論

理信号であるため、マキシムモードで必要であったデ

コーダ IC 出力の分離ダイオードは必要ありません。

KEYO7列をハード設定、シフトキーに、KEYO0-6列

をキーマトリックスに使っています。7 × 16 ＝ 112 の

キーをサポートし、キーコードは 00-6Fh となります。

3 -1 -2）シフトキー、ハード設定

シフトキー、ハード設定の逆流防止のダイオードは必

要です。ダイオードの方向はマキシムモードと逆になり

ます。図 3-1）

3 -1 -3）表示素子のドライブ

表示データ命令の下位4ビットのデータがOUT0-3に

出力されます。図 3-2）のように直接 LED をドライブ

すると 0で点灯、1で消灯となります。1 ポートあたり

最大 15mA ドライブできます。

スタティックデータを書き込む前の、初期値は1111b

です。図 3-2）の接続で消灯されています。

3 -1 -4）ブザー制御ポート

OUT3 だけはブザー制御ポートと設定できます。ブ

ザー制御を行うかどうかはハード設定のビット 5 に

よって決めます。

キー入力が認識され、キーコードをホストに送る準備

ができたとき、及びホストからの命令によって、ブザー

を鳴らすためのレベル信号です。正論理で出力するた

め、コントロール端子付きブザー（スター精密KBMシ

リーズ等）を直接ドライブすることができます。

VccSSK830

RET00

RET01

RET02

RET03

RET04

RET05

RET06

RET07

RET10

RET11

RET12

RET13

RET14

RET15

RET16

RET17

KEYO7

Shift

 Key

Hard

 Set

to Matrix Key

OUT0
OUT1
OUT2
OUT3

Vcc

SSK830

0 1 1 0 D D D D
7 6 5 4 3 2 1 0

BZ

（ブザー制御）

図 3-1）シフトキー・ハード設定の接続

図 3-2）出力ポートの接続
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RET00#

RET01#

RET02#

RET03#

RET04#

RET05#

RET06#

RET07#

RET10#

RET11#

RET12#

RET13#

RET14#

RET15#

RET16#

RET17#

KEYO0#
KEYO1#
KEYO2#
KEYO3#
KEYO4#
KEYO5#
KEYO6#
KEYO7#

OUT0
OUT1
OUT2
OUT3 +5V

RXD
RXDE
CTS#
TXD
RTS#

X1

X2

MIN/MAX

RESET#

+5V

Key Matrix

Shift Key

Hard Set

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

6A

6B

3C

6D

6E

6F

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

5A

5B

5C

5D

5E

5F

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

4A

4B

4C

4D

4E

4F

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

3A

3B

3C

3D

3E

3F

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

2A

2B

2C

2D

2E

2F

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1A

1B

1C

1D

1E

1F

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

0A

0B

0C

0D

0E

0F

16
15
14
13
11
10
9
8

43

42

41

40

36

35

33

32

7

6

5

4

3

2

1

44

26
25
24
23

31
37
30
28
27

21

22

29

20

SSK830

+5V

図 3-3）ミニマムモード接続例
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３ - ２）ミニマムモード・ハード設定

3-2 -3）キーリピート時間の設定

リピート開始時間（RET13, 12）---- RST

　00：267 mSec

　01：533 mSec

　10：933 mSec

　11：リピートしない

リピート時間（RET11, 10）---------- RPT

　00：67 mSec

　01：133 mSec

　10：267 mSec

　11：533 mSec

１つのキーを押し続けると１回キーコードを送ってか

ら、しばらく時間を置いて、その後連続してキーコード

が入って行きます。最初のキーリピートの開始迄の時間

と、リピートを繰り返す時の時間を設定します。

通常は双方とも 00の設定で良いと思います。パーソ

ナルコンピュータなどのフルキーは大体この程度の時間

となっています。工場現場で厚い手袋などをしていると

きなどは設定を変えて応答時間を遅くします。

類種 値 値定設

御制ーザブ
)51TER(

0 用使不ーザブ

1 （用使ーザブ 3TUO ）

ドーピス送転ルアリシ
)41TER(

0 spb0069

1 spb00291

間時始開トーピリ
)21,31TER(

00 ceSm762

10 ceSm355

01 ceSm339

11 いなしトーピリ

間時トーピリ
)01,11TER(

00 ceSm76

10 ceSm331

01 ceSm762

11 ceSm335

表 3-1）ミニマムモード・ハード設定

�ハード設定はKEYO7からRET10-17#のループで設

定します。その一覧を表 3-1）で示します。ダイオード

を接続してONにした所はロジック1、ダイオードを入

れていないと 0 と認識します。

シリアル転送のスピード、ブザー制御するかどうか、

はハード設定でのみ設定されます。

キーリピート時間等の設定は初期設定としてハード設

定を行います。途中で操作する人が変ったりしたときに

ソフト命令でも変更することもできます。

3 -2 -1）ブザー制御（RET15）

0：ブザー使用しない

1：ブザー使用する

KEYO7# と RET15# の間をダイオードで接続すると

OUT3 はブザーを制御させるポートとなります。

ブザー制御モードに設定し、SSK830内でキー入力が

有効と認識されるとOUT3 ピンから 133mSec の正論理

のパルスが出力されます。これで発振回路付きのブザー

を ON させます。

ブザーはホストからのブザー制御命令でもコントロー

ルできます。

3 -2 -2）シリアル転送のスピード（RET14）

　0：9600 bps

　1：19.2 Kbps

KEYO7# と RET14# の間をダイオードで接続すると

ホストとのシリアル転送は19.2 Kbpsのスピードで行い

ます。

ダイオードを入れないと 9600 bps の転送スピードと

なります。
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３ - ３）ミニマムモード・ソフト設定

キーステータスは１バイトの命令で設定します。ハー

ド設定のキーリピート時間の設定とおなじ値を設定しま

す。操作する人が変ったときなどに設定時間を変更する

ことが出来ます。変更しないときはこの命令は必要あり

ません。

3 -3 -3）ブザー制御命令

00000TTT：ブザー ON 時間

ハード設定のビット５がONで、OUT3をブザー出力

モードに設定した時にのみ、ブザー制御命令は有効で

す。OFF の時はこの命令は無視されます。

ブザー制御命令は１バイトの命令です。下位3ビット

でブザーON時間の設定を行います。データ001b-110b

の間はブザー制御命令を入力した後、133 mSec の整数

倍の時間ONになるワンショットモードで動作します。

データを 111b に設定することでブザーが ON にな

りっぱなし、000b にするとブザーを OFF にします。

3 -3 -4）キーコード

キーが押されたとき、及び押され続けてリピート時間

がきたとき、マトリックスキー・コード、シフトキー・

コードの順番で、2 バイトのデータをホストに送りま

す。キーマトリックスのキーコードは、00-6Fh となり

ます。

類種 向方 ドーコ 値定設

ターデ示表 H→ 038KSS DDDD0110 ターデ

スターテスーキ H→ 038KSS RRSS0010

間時始開トーピリ
)2,3tib-SS(

ceSm762-00

ceSm355-10

ceSm339-01

-11 いなしトーピリ

間時トーピリ
)0,1tib-RR(

ceSm76-00

ceSm331-10

ceSm762-01

ceSm335-11

御制ーザブ H→ 038KSS

00000000 ーザブ FFO

10000000 ceSm331 ドーモトッョシンワ

01000000 ceSm762 ドーモトッョシンワ

11000000 ceSm004 ドーモトッョシンワ

00100000 ceSm335 ドーモトッョシンワ

10100000 ceSm766 ドーモトッョシンワ

01100000 ceSm008 ドーモトッョシンワ

11100000 ーザブ NO

ターデーキ H← 038KSS
DDDDDDD0 ドーコスクッリトマーキ

SSSSSSSS ドーコーキトフシ

表 3-2）ミニマムモード・ソフト設定

�3種類のホストからの命令と1種類のホストへのデー

タがあります。命令の論理的な順番は特になく、必要な

ときに必要な命令を送るだけで動作します。また、無意

味なコードの入力は無視します。

3 -3 -1）スタティック表示データ

0110DDDD：データ

下位４ビットのデータが、そのままOUT0-3に出力さ

れます。ブザー制御が ON の時は bit 3 のデータは無視

されます。

3 -3 -2）キーステータス

　0100SSRR

SS：リピート開始時間 - RST

　00：267 mSec

　01：533 mSec

　10：933 mSec

　11: リピートしない

RR: リピート時間 - RPT

　00：67 mSec

　01：133 mSec

　10：267 mSec

　11：533 mSec
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第４章　特殊な使用法
４ - １）キーボードのみを制御する

�ホストはキー入力を受け取るだけで、表示制御等の

命令をSSK830に送ることがなければ、SSK830のRTS#

とホストのCTS#を接続する必要はありません。その時

RXD 入力は Vcc にプルアップしてください。図 4-1）

またホストのデータ受信に時間的余裕があれば、

SSK830 の CTS# とホストのRTS# を接続する必要はあ

りません。この時はCTS#入力は GNDに落してくださ

い。図 4-2）

上の二つを組み合わせるとホストと SSK830 は１本

のデータラインだけで接続できます。図 4-3）�

RXD
RXD
TXD
CTS#
RTS#

TXD
RXD
RTS#
CTS#
DSR#

31
37
28
30
27

SSK8308251 etc.

HOST Vcc

RXD
RXD
TXD
CTS#
RTS#

TXD
RXD
RTS#
CTS#
DSR#

31
37
28
30
27

SSK8308251 etc.

HOST

Vcc

RXD
RXD
TXD
CTS#
RTS#

TXD
RXD
RTS#
CTS#
DSR#

31
37
28
30
27

SSK8308251 etc.

HOST

図 4-1）キーコードだけの転送

図 4-2）ホストへの転送制御を外す

図 4-3）１本のデータ線だけの接続

４ - ２）表示のみを制御する

キー入力はなく、表示だけを行いたいとき、SSK830

の TXD, CTS# は接続する必要はありません。図 4-4）

一般的にマキシマムモードの時は、ハード設定のため

にキー用のデコードＩＣが必要となりますが、これを省

略することができます。RET0-7 にハード設定の信号を

直接入力させます。"1" にセットするためには Vcc に、

"0"にセットするためにはGNDに接続します。"1"入力

で SSK814はキーボードも ONになりっぱなしと見て、

キーコードを送り続けますが、それは垂れ流しにしてお

けばいいのです。この時の接続例を図4-5）に示します。

ただし、ブザー制御ONにしておくとブザーも鳴りっ

ぱなしとなります。�

Vcc

RXD
RXD
TXD
CTS#
RTS#

TXD
RXD
RTS#
CTS#
DSR#

31
37
28
30
27

SSK8308251 etc.

HOST

RET0
RET1
RET2
RET3
RET4
RET5
RET6
RET7

OUT0-7
EXO-7
DEC0-3

SSK830
Vcc

２－６）表示制御回路

19.2Kbps

拡張ポート
 出力モード

図 4-4）表示だけのときのホスト接続

図 4-5）表示だけのときのハード設定例
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第５章　電気特性・その他
５ - １）電気特性

基準タイミング

表示時間

表示１周期　16.67mSec
キーアクセス１周期　8.33mSec

TOF

TOW

1/FX
TXL TXH

TTW TTW

TRWTRW

TRR

X1 外部クロック入力

TXD

RXD

RTS#

外部入力クロックタイミング

シリアルタイミング

表示タイミング

TOF

TOD TDO

DEC0-3

OUT0-7

EX0-7
(if EX=OUT)

TOE TOE

TED

図 5-1）タイミング波形

注意：信号名はマキシムモードの名前で代表しています。ミニマムモードでも同じ値となります。
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（格定大最対絶 52=aT ）℃

目項 号略 件条 格定 位単

圧電源電 DDV － 3.0 ＋～ 0.7 V

圧電力入 IV － 3.0 ～ DDV ＋ 3.0 V

圧電力出 OV － 3.0 ～ DDV ＋ 3.0 V

ルベレイハ
流電力出 HOI

子端１ － 01 Am

計合子端力出全 － 03 Am

ルベレウロ
流電力出 LOI

7-4XE,7-0TUO
子端１

値クーピ 03 Am

値効実 51 Am

他のそ
子端１

値クーピ 02 Am

値効実 01 Am

度温作動 tpoT － 04 ＋～ 58 ℃

度温存保 gtsT － 56 ＋～ 051 ℃

（量容 52=aT ℃ V0=DDV, ）

目項 号略 件条 .NIM .PYT .XAM 位単

量容力入 NIC zHM1=f
は外以子端定測被 V0

51 Fp

量容力出 TUOC 51 Fp

CD （性特 04-=aT ～ 58+ ℃ 5.4=DDV, ～ V0.6 ）

目項 号略 件条 .NIM .PYT .XAM 位単

圧電力入ルベレイハ
1HIV 2X,1X 5.0-DDV DDV V

2HIV 他のそ DDV8.0 DDV V

圧電力入ルベレーロ
1LIV 2X,1X 0 4.0 V

2LIV 他のそ 0 DDV2.0 V

圧電力出ルベレイハ HOV Am1-=HOI DDV － 0.1 V

圧電力出ルベレーロ LOV
Am51=LOI7-4XE,7-0TUO 6.0 2 V

他のそ Am6.1=LOI 4.0 V

流電力入ルベレイハ HILI DDV=NIV 02 μA

流電力入ルベレーロ

1LILI V0=NIV2X,1X 02 μA

2LILI V0=NIV#XAM/NIM,STC,DXR 004 μA

3LILI 他のそ V0=NIV 3 μA

流電源電 DDI V0.5=DDV ± %01 5.2 8 Am

CA （性特 04-=aT ～ 58+ ℃ 5.4=DDV, ～ V0.6 ）

目項 号略 件条 .NIM .PYT .XAM 位単

数波周振発 XF 3019.4 2519.4 1029.4 zHM

2X,1X 幅ルベレーロ LXT 時力入クッロク振発部外 001 005 sn

2X,1X 幅ルベレイハ HXT 時力入クッロク振発部外 001 005 sn

teseRNOrewoP 間時 OPT む含を間時定安振発 01 sm

DXT 幅号信
）幅トッビ１（ WTT

spb0069 4.201 2.401 9.501 μs

spb00291 4.05 1.25 8.35 μs

DXR 幅号信
）幅トッビ１（ WRT

spb0069 001 801 μs

spb00291 05 35 μs

#STRottratSDXR ↑ RRT 8 03 μs

7-0TUO 期周号信 WOT 時灯点クッミナイダ 76.1 sm

FFO7-0TUO 間時 FOT 時灯点クッミナイダ 22 48 μs

3-0CEDotFFO7-0TUO DOT 時灯点クッミナイダ 02 08 μs

NO7-0TUOot3-0CED ODT 時灯点クッミナイダ 2 4 μs

70XEot7-0TUO EOT クッミナイダ XE, ＝ TUO 時 3 22 μs

3-0CEDotFFO7-0XE DET クッミナイダ XE, ＝ TUO 時 81 77 μs

表 5-1）電気特性表
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５ - ２）パッケージ外形図及びはんだ付け条件

SSK830は外形寸法が小さいため、室内に裸のまま放

置しておくと、室内の湿気を吸収します。それを全体加

熱方で半田付けをすると、吸収された水分がパッケージ

内で急速に蒸発し、パッケージにひびを入れたり、場合

によっては破損してしまったりします。それを防ぐため

に、次の注意を守ってください。

１）メーカーのアルミラミネート製のドライパックに、

熱圧着で封入されたものは１年以上放置しても問題

は有りません。

２）ドライパック開封後は、25℃, 65% Rh以下のところ

に置き、７日以内にはんだ付けをしてください。

３）それ以上外気に触れた場合、125℃で 10時間のプリ

ベークをしてから、はんだ付けしてください。

分区 式方け付田半 件条薦推

法熱加分部

てご田半

：度温クーピ 003 ）度温部ドーリ（℃
：間時 01 内以秒

ムービ光

熱加ザーレ

アエトッホ

法熱加体全

グンリダルソ・ブーエウ ：度温クーピ 062 ）度温田半融溶（℃
：間時 01 内以秒

ロフリ風温／ロフリ線外赤 ：度温クーピ 032 ）度温面表ジーケッパ（℃
012 ：間時の上以℃ 03 内以秒

ロフリ・ズーェフ・ーパーベ ：度温クーピ 512 ）度温面表ジーケッパ（℃
002 ：間時の上以℃ 04 内以秒

表 5-2）はんだ付け推薦条件

SSK830は図 5-2）の様に 44ピンプラスチックフラッ

トパッケージです。基板に半田付けするための推奨パッ

ド寸法は図 5-3）に示します。

半田付けの推奨条件を表 5-2）に示します。部分加熱

とはＩＣのピン部分だけを熱して半田付けを行う方法で

す。温度管理を正確に行ってください。

�最近は生産性を上げるために、クリーム半田を塗布

した基板にＩＣを載せ、基板全体を加熱して半田付けを

行う、全体加熱法が取り入れられることが多くなりまし

た。この時は、IC パッケージに進入してくる水分にも

気を付けなければなりません。

《本データブックに関する注意》

１）本データブックに記載された内容は、機能・設計・技術等の変更により、予告することなく変更されることがあります。

２）ここに記載されている回路例等は説明のために参考として示しているもので、使用に起因する損害、又は特許権その他の権利の

侵害に関しては、当社は一切その責任を負いません。
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図 5-2）SSK830 外形図

図 5-3）推薦基板パターン
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図 5-4）SSK830 接続回路例
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